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⬧ 従来、データ設計の基礎を整え中長期的に社会
の高度化と効率化を目指していた。

⬧ AIの普及により、AIのためのデータ連携基盤や学
習データの整備への要望が高まり、データの領域に
フォーカスが当たってきた。

⬧ 長年のデータの取組に、社会が追い付いてきた。

ボトムアップからトップダウンアプローチへ

AI

データ連携基盤

学習データ

データ設計・マネジメント
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⬧ IPAのデータ環境整備も大きな転換期に入った。
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データ環境整備の第３ステージ

• 共通語彙基盤

• オープンデータ

第１ステージ

• 政府相互運用性フレームワーク（GIF）

• 包括的データ戦略

第２ステージ

• GIF見直し

• 産業データ

• データマネジメント

第３ステージ

ゼロから基盤の整備

政府への導入を軸に
社会に展開

民間を軸に
社会に展開



⬧ これまでの環境整備で着実に成果は出ているが、エビデンスが不足

• ベースレジストリの整備（アドレス、法人（予定））

• 教育データ標準

• 政府システムでのコアデータパーツの導入

⬧ フィードバックの仕組みが必要
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これまでの成果



⬧ データスペースガイドブックの改定

• AIへの対応等

⬧ デジタルエコシステム官民協議会の設立

• ユースケースの創出

⬧ デジタル事例データベースの運用

• GIF 事例データモデルを活用
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プラットフォームへの取組



⬧ 情報処理技術者試験を見直し。

• データに関する試験を強化

⬧ 2027年度試験から実施予定
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データマネジメントの推進

資料：経済産業省 第14回 半導体・デジタル産業戦略検討会議



既存のIPAの関連取組と専門組織

⬧ データ駆動社会の到来やAIの普及に
伴いデータの重要性が高まっている。

⬧ イノベーションのためのデータを提供し、
データに基づく安全、安心な社会を実
現するために、資産であり、プロダクトで
あるデータのマネジメントが重要になる。

⬧ また、データはグローバルに連携すると
いう視点も重要となる。

⇒世界最先端のデータマネジメントチー
ムと人材チームが連携し、コースウェア
を開発する。
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データマネジメントのコースウェア開発

AIの普及
（AI Ready Dataの必要性）

データ駆動社会の到来

データマネジメントに関する調査考察（2025）

・デジタルスキル標準の調査

データマネジメント人材の育成に関するTF（2025）
・データマネジメント人材像の検討

データスペースアカデミー（2025）

・データマネジメント/ガバナンス/マチュリティの読本

データ品質マネジメントガイドブック（2025）

・ライフサイクルベースのデータの品質管理手法

データマネジメント・
コースウェア

情報処理技術者試験
（データマネジメント試験等）

デジタルスキル標準
デジタル人材育成PF

専門組織
・デジタル
アーキテクチャ
・デジタル基盤
・デジタル人材
・セキュリティ
・AI



⬧ データマネジメントの中核的取組としてデータ品質を強化
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データ品質管理ガイドブックの改定と導入支援

AI Safety Institute
事業実証WG
データ品質SWG

• 適用検証
• ツールの検討



⬧ ソフトウェア技術の法令・ルール分野への適用について検討

• 要件定義

• モデリング＆シミュレーション

• 法律から適合性評価への展開

• マネジメント標準とプロダクト標準の協調

⬧ 法律用語のデータ辞書化、構造化（法令自体のデータ化）について
は先行事例調査を実施
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Legal Interoperabilityへの取組



⬧ スマートシティ・リファレンス・アーキテクチャ5.0

• 共通識別子や データモデルの活用、モデル規約の利用など、実装
に向けた具体的な指針を盛り込んだ大規模改定。
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応用・展開：スマートシティ

https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/smartcity/index.html#architecture
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